
、

太
紙連嶋
中
の「
部介石
秘
録」
は 、
ス
ター
ト

以
来三
年
目
を
迫九 、
舞
台
はい
よい
よ「
消
州
川変」
に
移
る。
満
州
の広
野
にあ

が

っ

た

戦

火

は
、

さ

ら

に

泊を

そ

そ

い

だ

よ

う

に

日

中戦争

か

ら

鈎

二

次

世

界

大

戦

へ

と

都

大
、

問

中

崎

氏肢

の

尚

に

は
、

決定

的

に

不UJV一・

な時
期が訪れる。そこ
ポ満州事授にはいる刷に、外交、中
国問題の専門家に「
蒋介石秘九州」を治して、これまでの舵史

ぐS>
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、．，

、，

控
怠
こ

£
っ

こ

に
対
す
る一
笈
部
分
がも
う
少
し
ほし

負
強
b
f
’
f

い
。

た

とえば
、

そ
の時期の

考乱万

！！

ま
ず
、

蒋秘

伝

そお

読

み

に

な

と

か

行

動と

か

い

う

も

の

が
、

く

っ

き

つて
の

ご懸か
ら。

り浮
か
ぶよ
う
な

苫き万がで
きな
い

加瀬
私
どもに
とっ
て、
中
国
と
ものだ
るっか、
と

い

う気
がす
るん

か
台叫何
とか
は
身近な
国
な

ん
です
です。
もちろん、
こ

れ
か
ら蒋介
石

E
示、とかく毎
日
のでをご
と

に自を
がさ
ら

に前面
に出
て

く

お
で、
そ

μ一
等わ
れ

て 、
つい
卒、
二

十
告の
うな
おで
しょ
う
がi o

5
一
こ
と

は
ト

忘

れ
が
ち
な
ん
で
す
ね
。

断
片

も
う
一

つ
は
、

い
ろ
い

ろ
な
事
件
よ

何一
附に思い
出すことはあ
るが、
総合
事件との
関係、
何が起こっ
たとい

留一的な形
で回附
して、
なんらかの叔
うこ
とは、
くわしく奇かれている

｜
却を
打
差い

う雲が少な
い。

が
、

そ

線釈

ですね。
た
与えば、

そ
ういう説隙
で

、

こ

の
蒋稲
川Mを
沼間制拠の部分
で
いえば、
いっ
た

品
ん
で
「な
るほど
、

こ
うい
う
こ
と

い
なぜ

郡閣が
住まれ、
なぜ瓦
い
に

訟のっ
た
んだな
」

「こ
の
か
か

わり
別拠レ合
い
、

戦
いを
するの
か

とい

合い
は、
こ
うだつ・た
のか」
という
う
こ
と。
そ
れ

は中関
の一
段深いと

こ
ろ
の
社

会山尚道に

問掛か
あ
るわ
り

で
す
ね。

と

に

か

く
、

私

は

全ほ

と

し

て

は

前

足
し℃
い

る

の

で
、

いわば
、

ない
も

のねだり
してい
るよう
な
もの
です

AN O

 

的経過
の
なか
吉本
人とし
て考
え
なけ
れ
ば
習
ない
問題
や 、
反省点
をd
し
のっ
て
もらっ
た。

6片皮

． 

回曜日1月4自ことを
改めて
思い
起こす。
自
分

の知ら
なかっ
たこ
と

も
かな
りあ

一
り、
たい
へん
勉町
になっ
ており区

一
す。

ぶ

石
川

中国
の
現
代

史ぞや
っ

て
い

る人間
として、
注文はいくつかあ

るが、
詐常によ
くれけて
いると思

『

ぅ。

雰
巧
管制
む火
選出町
史的な

曙咽
初日決な
ど
は、
わかりやす
く白か
れ

E
てい
令
長代
懲古いえば誠介石

書留軍F_,,-a‘哩戸

、

;:..,-－
．・ー’

逆
行
し
た
日
本

法

眼

私

は

あ

る凶

で

は

知－り

んω

こ

と

もたく
さん
あつ
だけ
れど
も
、

こ

れ号制んでいち
ばん
感
じ
る
こ
と

は
、

時代
のす
う

加に
ま

津込
ま
れ℃

の行訓だ
シ思
うか
、

やはり
当時 、日

本
の

やっ
た

こ

と

は淵UAなこ
とであ

り、
これ
はたいへん
に
独断
的
な行

闘で
ははかっ
た

か、
とい
うこ
とを

：

l

i
li
－

－

 

10

1

1

 

．
強く反
省

させ
ら

れ
る
わけです。

・？？ν先
万（
中
国）に
も行
き
すき

はあっ
た

と思
う
が 、
しか
し
、日
本が

はっ
きり
と見誤っていた
の
は、
長

い髭
史

の
中
で甲閣
の

民
族

認識
が

非

常
にほっ
興し
て
きで
いた
こ

と
にた

． 

い

する見泌と
しという
か、
日
本の

政治

を

し

てお

っ

た

人

た料品川

旧

態依

然
た

る単簡など
に回
を鷺
われて
、

あ
る
と

き

はそうい
う動力
に

便
受

し
、

あるとき
は反対
し
、

当時
の日

本
の
国益なる
もの
を

伸長し
よ
う乙

はかっ
た 。
し
かし、
そ
れ

はほんと

う

の

国益
で
はな
かっ
たわ
け
です 。

現在のわ
れわ
れ

の帰川崎
からみる

と、
ど
うも
ア
ジ
ア
の
鹿
山に
おい

て、
日
本
の
果
たし
た

位制
は
犯しり

し
て
おっ
たわ
け
で

すね。

申
明

私は世
代的
に
は

哨尚録
の

舞台
に
なって
い

るワ件

が嵐山・むれ

て
いる一」ら
は
、

まだはま
れ
て

い

な

かっ
た

の

で
（突
い）、
中凶
のこ
と

をやっている以
とし
ては 、
非常
に

1

1

 

1

 

1

 

． － 

斤I11

1lilia
－－
け1

tHHμl
－什パat

、
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・z’

（文山γ
山川附〉

、勉強
に

なるんですが
、

羽以の日
本

の抑制い
人
は、
中京苔
に

弔問東
の時代

だ貯

をみ
て
雨
闘

を考え
て
い
る
人
た

ち

が多
い
わ
け
で
す。

そう
い
う
意
味

で
は
、

私は

線秘
録
そ
若
者
に
ぜ
ひ
読

んで
もら
いたい
とい
う気が
すQ
ん

、副園’

、・9

’ 

． 

明
治
憲
法
誤
る

ll満州事変以降 、
本格的に日

本
自体
の
こ
とが多
くなっ
てくると

思い
ま

寸か 、
これ
ま
での鰐台
の中

で

も、

明治以降の
必み
のなかで日

中間にいくつか
の問題
や別
件が溜

ぎてい
ます。
そ
の
へ

んを時
門家
の

自で
、

ご慌になっ
てのお｝
答。

右
川

こ
れ

ま
で
の

泊
減
の

な
か

で
、

動きとし
て非常に興味
が

ある

のは 、
辛亥革命
に

た
いする
日
本外

交
の
対応
で

すね。
それから日本
と

一五位訊の関係、
対華二十一
カ条袈

求
でしと
う。
意
世

凱の
帝

制連劫
に

たい
する
日
本
外
交は 、
パ
ワl
ポ
D

ティックス（力
の政策〉
そ
の

もの

禍
根
残
し
た
対
華一

で

す
。

こ

の法山一ね

ぐ

ら

い

の問

は
、

わ

れ
わ
れ
の
同
時杓
史
で
あ
る
は
ず
で
す

が、
そ
っ
い
う
同
時
代
史とい
う
も
の

の法
るべき
断絶
という
も
のに
、

し

ば
しば当闘
して
い
る
わ
れ
われ、
と

く
に
大
学
の教壊
など
に立っ
℃み
る

と 、
その
こ

と

を婦問問するわけ
です。

日
本
邸
内に
は、
い
わば
均一主
、

態以的

な見方

が界情に強
かっ
た
ん

で
、

滞介石と
いう
と
、

オー
ル
オ

ーアナッシγグで否定することし

か知らなかったということが、と

くに治
いれ代に多かったわけです

ね。アジア、
中間
のナシロナβズ

ム

mr舎
な流
れ
の中
で、

総体
的
に

縛

介石事夜
MM
づ
け
るべ
き
だ
と
い
う

父
が
し
訳
す。

L 

十

のよ
う
なMbが
ム刊る。
もう一
つ
は

段模漏
とω
西牒
借款
で
あり、
さ

ら

に
もっ
とあと
に

なるが幣原
外交
も

興応あ
る問題
で

すね6

加瀬
日
本
は治国と戦
い、
ロシ

ア
と戦って勝
っ

て
、

それ
か

ら大陸

発展に計一子す
るんですが
、

対輩一一

十
一

・力
条問題や
シベ円以ア出兵
の
よ

う
に、
ほ
ん
と

に揺符
な式力政認
を

し
てい
るけ
れど
も、
日
本だけが思

いという
の
ではな
く、日
本が
お
か

れ
た

国際環境も考
え

て判
断
し

なけ

ればい貯ないわけですね。

しかし、
私は

批判秘討をd
み
なが

ら感
じ
た

の
は
、そ
う
いう二十十
刀

条と
か、シベnJア出兵
と
か

、それ

につづ
く泌州事変から日中戦争、

l

 

i

 

l

 

－

 

－

 

－

 

Il

 

i
－－ste
l
l
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：

 

西

原

借

款
の

ナ

ゾ

申喝

みなさ
んがお
っしゃっ
た

よ
うに 、
日本
の
政
治
の
削
阪 、
・器己

に
そ
の通りなんですけれど
も
、

同

時に日本人自身のある砲の穴陪へ

のロマy
と

使命
感をい
ざ
な
うほ

ど、
申
国
の
な
か
が
被
雑
で
あっ
た
と

い
う
こ
と
も
あ
り
去
す
わ
ね。
で
す
か

ら、
日
本
の
な
か
の
泊
る
麗
のロ
マ
ン

チ
ス
ト、
た
と
九
ば
石
原
諸
繭
（
元
陸

軍

申

将
〉

や
、

蒋

秘

録

に

出

て

く

る

川

島

芳

子

父

子

（
満

長独

抗

辺

助

の一回

一日成

者〉
な
ど
は、
結
果
的
に
町
部
に
引
き

ず
ら
れ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が、

ある

滋味で
の
持
態
の一

一体感
み
た
い
な
も

の
が
あっ
た
は
ず
な
ん
で
す。
そ
の
ヘ

、

ん
を向時
に児てい
く

こ
と

も大事
じ

ゃな
い
かと
い

う却
がし
事すね
。

右
川
二十一
刀染

細川求と
いう
の

は
、

列強が
批界
大戦
（釘一
次）
に右川

入っ
℃し
まって
中閣
をかえりみ
る

い
と

まが
な

い、
出品さ
に

そ

の時期
を

期
し

て日本
が中国
に押しつけ
た製

求

と

い
う
こ
とが
でんぎる。
も

ち
ろ
ん

渡
世

凱
に
し
て
も
日
本

の協力
と
い
う

も

の

は

ある一

円

駄

で

ほ

し

か

っ

た

こ

と

もめっ
た
ん
ですけ
れども。
そ
のあ

と、
日本は守内
（疋n〉
内閣です

が、
膨大な
西山限的ぷ
を
やってまぜ

ね。
日本
は
同一
様
耐
を低
助
ず
る
こ
と

に
よっ
て、
段
停、
臨
の
一よ
戦
論
と
い
う

か式力統一論で叩閣
を統一させた

いというふ
う

なこ
とが
あっ
た

と思

う
ん
で
す。

し

かし、
ちょっ
と
あ
の当時
の状

涜をわ
れわれ

が見る
と
、

結果論
に

な

り

ま

す

が
、

と

て

も

段続

出
川

の

主

戦

論
で
は
統
一

で
を一
Q
と
い
う
状
況
に
は

な
かっ
た
ん
です
ね。
そ
れ

にあ
れ

だ

け膨
大

な
、一
郎四
、

主干万だっ
た

と思い
ます
が、
佑ぷを
やっ
た
行内

内閣

の成図と
いう
か、
判断と
いつ

のは 、
現実主
説的な判MbmTない

よ
うな気がす
るん
です
が
ね。

法
眼

よ
く知りませ
ん
が
、

も
し

私か怨悔す
るよ
う
に
外
務樹
の事
務

沼周を無況し
てやら
れ
た

と

い
うこ

とがめ
れば、
非常
に具
体
的

に毎日

毎日を見て政策を決めておるもの

〈第三穏郵便物認可〉

， 

天
皇制
問題か
鴇
諒
され
た
カ
イロ
会
談の
と
きの
滑
介
石

（左
端）と（
右へ）
ル
ーズベ
ル
ト、
チャ
ーチル、
宋
奨
齢

にたい
し
℃、
外
一交ぜ凡
出
し
た
こ
占

と
い
う
の
は、
つ
ね

にい脳股
が
と
も
な

四つ。石
川

開館山川淵
の場合
は 、
銭
外

外務
管
ゲ品川び
越え
て

い

る
んbゃな

い

か

と

思

う

ん

です
。

加瀬
西原・心的利
と
いう
と、
わ
れ

われ
は伏
脳
殿
的
な
印
設
を
持っ
て
い

まずから
ね。
お
去り
く現地
で
な

に

か話があって、
い
わゆ
る
政
府
の首

脳と
直結
して躍
が闘
に入っ
て
やっ

た
も
の
で
し
ょ
う
ね
。

中
国
は

な
り

11
W介
石
倒
人は
日
本
に
好
意ぜ

持っ
て
い
たよう
で、
日
本を泊二
の

故郷と
ま
でい
っ

て
い

ますが
、

日中

関係
の

なか
で
の時介石を
、

どのよ

う
に民
て

い

らっ
しゃ
い
まサ
か
。

加瀬
カ
イロ
会
談
（一
九
四一”一

年
〉

の
と官、
ルー
ズベ
ルト
は天
皇

制
は

いら
ない
と魁っ
て
い
た

ん
です

ね
。

そ

れを
滞
介
石

が京阪
し

た
の

で
、

日

本

の

国

民

に

決

め

さ

せ

よ

う

じ

ゃ
ない
か
という
こ

とになっ
た
でし

ょう。
私どもが非常に苦労した問

題ですね。
もろ一つ、
日本が
降伏

す
る
ときに例
のh
怨みに
報
い
る
に

舗をもって
するol。
夕刊μスチヤ

ジ
だ
とい
う

こ

とほ知って
い

ま

し

た

け
れど
も、
あ
れだけむご
い
戦

令、官

して、
中国側からいえば大き
な被

害を受げたわけですが、
それを毅

然
として
ああい
うこ
とが
いえる
と

い

う

こ

とは
、

や

っ

ぱ

p日

導

者

で

す

太
平洋戦争
と
つ

ながってい
く沼程

を
み
ると
、

結局
、

明治沼山
の引用

をま
ちがっ
て
おっ
た
と
思うんで

す 。
あ

の脳出い
を
つくっ
た

人
は

、

あ

あい
う
市
浪が
起
こる
こ
とを
必定
し

でつくっ
たの
で
は
もち
ろん
な
い
。

むしろ起こ

るまいと胤ってつく
っ

てい
る
。

たとえ
ば天盟の地位
持労

え
て

も
、

天皇
は内
心お
も

しろくな

い
と胤わ
れで
も
、

それを
山選
に出

し
て
は

い
え

な
い
と

い
うよ
うな慣冨

法的
な

涼法
活用が
あっ
た
ん
です

ね。だ
から
叩訟
と
い
う

も
のは、
ど
ん

な

い

い

も

の

が

あ

っ

て

も
、

ど

の

よ一

つ

な欠
点が
あっ
て

も
、

町一周する指導

者

に

よ

刀

て

伝

活

も

寸

る

し
、

死

に

治

ー・圃圃圃

ヵ
条
要
求

， 

だ
け
が一ぽい
とい
う
ん
じゃ
なく、
国

民に力がな
い

というか、
指
おれωに

力立
が
な

かっ
た

と

い，つ
こ

とです。習作氏法眼

ね。
な
か
な

か

いえ
ない
もんだ
ろ
う

と思
います
よ、
彼の立
場
で
は。

法眠
た
しか
にえ
らい
人だ
と出

います
ね。
そ
のえら
さ

ゆ
え
に目本

す
るわけ
です。
明神ぷ
誌伊
藤～ん

し
た

のは、

明治維新の
ころ
からし

ばら
く
の問
、

集間指
導
を中心
に
し

て

い
た
こ

ろは
ともか
く
、去
の後
、

日

本が大闘
に

なっ
℃戦
勝
に酔い、
大

陸
発展
をし
た。
2
8膨張政
策に

な

っ

た
。

それ

を事、

い

と

い

う

こ

と

を

知
っ

てい
る人
も、なお
かっ
、そ

れぞ

止め
るこ
と
ができ
なかった。
絡史

的

には

問

部

の店一

定

に

な

っ

た
。

原

部

z－ze軍

， 、1・

合
理
主
義
退
く

法
陸
自
本
だけ
がパ
ワi
ポ
P
テ

ィッ
クスでは
な
く、
当時
の列強か

みなそ
う

であっ
た
と思うんです。

しかし、日本のやり方は後発のパ

ワー
ポ
D
ティ
ッ
クス
で、
だ
ん
だ
ん

時代
が笠
わっ
℃きて
い

るんだけ
れ

ど
も
、

後発であるかゆ
え

に
、

より

形
がどぎ
つく出
ている
という
こ

と

ではな
いかと思う。

二
十一
方
糸
の問
出
に
つ
い
て
も、t

円本
の中
で
た

いへん
拘判
すや
掛み

が
あっ
た
と
い
うこ
とを
山
し
た
い。

服
欽
0．九
首相〉
で
す
が、

間献
と
い

う
人
は
た
い
へ
ん合
期
的な
外
交
閣を

持っ
た人
で
、

反対してい
た。
あ
れ

を実行

し

た

人

は

回

世

（

誌
）

除

都

公

使で・ず
が
、

こ
の人は設
いたも
の
か

らみる
と
、

たいへ
ん強硬
な

人
です

ね。
列
強も
た

し
か
に恐
いこ
とを
や

っ
てい
る
が、日・本
は泡いつくこ
と

におYぎ
て、そ
の

こ

と
が禍混在践

して
い
る
と

思｝っ。

人を
比較する
のはどう
かとmゅ

うが 、
mu版（高 ．官邸け一
河川外相 、
首

こ
の島ハ台湾）
だ
けでい
い

とパ0

年代に
いっ
て
い
た

とすれば
、ニ
つ

の中一国ができてますわ
ねω

偉大だ

、

、

はまた
困った
んです
よ。
私
の扱

っ

た間

態

に

関

係

し

て

蒋

介

石

が

え

ら

い
と
思
うこ
と

は
、

中国
は一
つ
な

務
総
務…
怒…
瀬一一

一

「初州明文」
（
一

九三一
年九

乙

月
十
八
日）
が
日
本・
日山
均一
の仕

一一

間ん
だ
計
附
川一
足
で
あ
る
こと
が

口

明

ら

か

に

さ

れ

た

の

は
、

ぬ
れ
伐

に

た

一一
ってからで
ある。

一一

5 ．米〈
約
附）
市外 、
制俗
間で

一一

料
紙の’M
加を
爆破
し
た
の
をき
っ

一一

かけ
に 、
関
東
開
は一
野
に
満州（
掠

｝

北
〉の主働市
都
市を
占
偏し
た。日
本

の
政
府は、
い
ち
お
う
は
事
態
の
お

大

を

防

ご

う

と

する
。

し

か

し
、

現

地瀧部
の
9
池小どe
に、
すで
に
歯

止
め
の
か
け
よ
う
も
なかっ
た。
数

火
は上
海
ヘ
飛ぴ
火
し、
つ
い
で

「

満州間・一
一韓
国、
熱
荷占
領、
長

繍
戦、
川中
北い祝日メと、
賢一の
野町一
は

一一相〉
はまったく伶微な合盟王諸外

交官あって、
たとえば日本と中国

と

の組

問問怖
の
強位在日行え
、

中国

で

ほ

う

は

い

と

し

て

泊

こ

っ

て

く

ゐ

ナ

シ

リ

ナ

μ

ズ

ム

に

た

い

し

て

も

正

常

に

慣れで
あり、
深い
me仰円
安持っ
てお

っ
た 。
去っいう作用．
壌、
白川
の程

益

を守
る

と
い
う
こ
と
では
突に
強

固

だっ
たですね。
そ
う
い
う合恕王諸

外交は
控されて。軟弱外交。と

い
う
こ
と
で
だ

んだ

ん
や

ら
れ

て
い

く
。

そ
こ
へ
問
中
F
袋
一
〉

首相
米
外

相

が

出

℃

く

る
。

が 、
し
かしなが
らH

苔家出め
てほ

か
の簡をお・常
にコ感さ
せ

た

と

い
う

こ
と
です
よ。

中
嶋
日
中
間探
史
の
な
か
で
の
締

は
成・お
し、一一一
民
主
議
（
民
族、
民
妨
げ
よ
う
とし
た。
武
力
に
よ
る
国
内

か
ね
て
か
ら
中
国
の
分
断
支配
を
ね
川

権、
民
生）
を
国
是
と
す
る
中華
民
国
平
定
のた
め
に、
将
介
G
は、
前
埼
悼
ら
う
日
本
軍
閥
は、
中
国
の
統一
を、
川

が

誕

隼

し

た
。

し

か

し
、 ．

誌

の一

立

を

官

学校

（

広

州
）

をお

こ

し

て
、

革

命

さ

ま

ざ

まな一千

で

妨

害

し

た

が
、

統
一

川

達

成

す
り

ゃ

た

め

に

は
、

七
一

つ

の

大

政

を

常

在

設

成
、

二

度

の

北

伐

の

末
、

一

九

政

府

が

生

ま

れ

た

の

そ

み

て
、

軍事

刀

川

残
し
て
い
た。
そ
れ
は、
国
内
に
叩
拠
二
八
年、
ょ
っ
ゃ
く
中
国
の紘一
に
成
に
よ
る
千
渉
に
と
り
か
かっ
た。

川

する
年
閥、
コ
ミ
ン
テル
ン
に
指認
さ
功、
間氏
政
府
主
席
となっ
た。

関
山県
草
を
主
体
と
す
る
以
北
（
前
川

盟組
理組国
車
種溺
臨
書
量泡盛

このこ
ろ、
的
成拡も
河力を拡
大

州）
占
領A阿は、
入念
な
都仰
のの
川

端
認銅
鐸
讃闘
器開謝
翻

し
ていた。
援
活一
度はん口一作を
ち、
ついに「満州税金」
（一
九一…一
川ー

部批除
都
臨画
臨
臨
引船
翻翻
こ
こλ

J
かるが、
合作
と
は仲代日曜兜
に
一
年）
とな
っ
て臨先
ずる。
中凶
に
山

留
酒田
欝綱
審
議
器館
書

よる

思議っ
取り

の除必
で
ある
たい
する。
作品川
山
告
は
吉
川
蛾4
で
川

れ

る巾悶共尚 一覧、
いぜんとし
て銅
こ
と

に気づ
く。
鞘
介石
は上海クi
あっ
た。

川

土
削
却
のを
燃や
す列
強、
とく
に
出
ヂ
タl
（一
九一一
七
年）
脅
もっ
て、

水
溶
聞
の一－一つ
で
あ
る。

共。鹿
児と
のd止
を迂～副し、
流一
え
日・：
j
i－－：…

「
綿
介石秘似」
川

ikf’H
ぺ川内EZZJ
FV3
0 JJ，

…お知らせ・

中

国

の
風

土

に

根

を

お

ろ

し

た

却

問

も
→
J

E

U

の
A
刊

誌

に

刀

を

そ

ん
』

ぐ

こ

日

：

：
－

j

i
－－

…

は
、

サ

ン

ケ

イ

新聞

H

は、
私
利
を
は
かつ
て
際合
設
し、

れ
に
た
い
し
持
産
党
は、

理諸問
や
社
出版
均
か
ら

単行本
と
し
て
躍
さ
川

き

の

つ

昧

方

に

つ

い

た

か

と

患っ

と
、

間

民

党

左

派

に

も
1

一ム官

ま

わ

し
、

h

反

れ
、

す

で

に
（
ハ

巻

が

発

売

さ

れ

て

い

ま

川

あ
す
は
献
にま
わっ
て、
国民
革
命
を

略。
の動
ぎ
を
あ
ら
わ
に
する0

・
す。
（各巻
八
八O
円〉

川

激－
ph

は
、

そ

の

ま

ま

彼

の

沼命

へ

の

。
版体験oq
と

なるも
の

であっ
た。

お

命

辺

見，

に

身

を

投

じ

た

時

介

石

は
、

日

本

に

関

学
、

随

軍

筋

十一
一
一

師

団

野
似兵
川市一iル
辿
以（
高
岡）
に
入
隊

し
て話任学んだ。日本への図的γ

明設
が内γ
ん
だ
も

の
は

きわめて多

く、
彼
は
のちに
「日本
はおこ
のほ

郷
である」
とまで
いっ
ている。

帯
夜政
命〈一
九
二
年）

の剖引を

問いて、
滞介石
は協
同述隊を脱走

して州問
、

杭州
に
初仰
を飾っ
た
。

採

文

の

h刊誌

の

も

と

に
、

国

民

蕊

命

「
以
徳
報
怨」
や
は
り
偉
大
だ
っ

た

り、
と
以後
ま
で
主
犯さ
れ
た
こ
と
V

す
よ。
え
ら
かっ
た
と
嵐
い
ま
す。
こ

れ
は
北
京
政
府
も
認
め
てい
る
わ
け
で

す、
周
回
来
もU

将介
石
が、17
レ
は

殺で一のり、
注兆銘日」
あ灯
、

そ
し℃

筋二
以
大戦後
は一一七訳
掃に
なっ
ちぞ

うわ
け
で
すよ
ね。

一品川んか、こどものころから

ρ

胤

前

米

十代
グ

で
、

ル

ー

ズ

ベ

ル

ト

や

チ
ャ
ー
チ
ル
な
ん
か
とい「
しょ
に
蒋

介μの以ぜ新みつけ芯せられたも

。
出
席
者
略
歴

か
せ
・

と
し
か
ず

舛
柑
恥
岳
官
、

凶泌
大
位、
ユ
ーゴ
大
使を
雌
任。
ミ

ズ

l

リ

汚

の

降

伏

文

3

持

印

に

白

光

英

外細川M
3宮
として
警加。
外
務省同

問。
平
崎山
限出
身、
七
十一一説。
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ー

、

問中官、迎え 、
緯台はいよいよ「泌州市

立」

に移る。
満州
の広野にあ

太
平洋
戦争
と

つ

なが
っ

て
いく刊
穏

を
み
る
と

、一緒財
、

間約加は
の日用

をま
ちがっ
て
お
っ

た
と

思
うんで

す
。

あ

の

泌

法

を

つ

く
っ

た

人

は
、

あ

あ

い

う

事

態

が

起

こ

る

こ

と

を

必定

し

でつくっ
た
の
で
は
も
ち
ろん
ない。

む
し
ろ起
こ
るま
い
と胤っ
てつ
くっ

て
いる 。
た
とえ

ば天恩
の地位を巧

えても
、

天皇
は
内心
お
も
し
ろく
な

い
と嵐
わ
れで
も、
それ
を
首誕に
出

して
は
い
え
ない
とい
う
よ
う

な慣習

法的
な

句法
活用が
あっ
たん
です

ね。だ
か

ら

以法と
い
う

も
のは

、ど
ん

な
い
い
も
の
が
あっ
て
も

、

どのよ
う

な欠点
があ
っ

て
も、
間一閃
す
る指導

者
に
よコ
℃
生
き
も？
る
し、一死
に一切

だ
け

が思い
と
い
うん己ゃ
な
く
、

凶

民
に均がは
い
とい－っ
か、
指
時宙に

力討
が
な
かっ
たと
いうこ
とで
す。

削
減
紘一
燃
料

議

重一
秘

義……一

｛
誠
州mv
交〕
（一
九一一
二
年
九

円以限
も
な
く
ひ
ろ
が
る。

月
十
八日）
が日本・
関東引
のは

日本
国内
で
も

、

政治
は

棺換期

組んだれ川間
的引件で山めることが
にあっ
た 。
浜口路
指首相の暗殺

明
ら
か

にさ
れ
た
の
は

、
以
後
に
は

いボ遂
、

一一一

月事
件

、

十
月
事
件 、

血

っ
て
か
ら

であ
る

。

m
m
w
件 、

五
・

一

五
割
件
（
犬
猿

5 ．

K

〈

桝

附
〉

市外
、

抑続的

で

刊は時

相

際世
）

と
、

主

戦

派

の

泊

激

怒の

謀議似
した
の

をきっ

な裂
が繰
り返さ
れ

、日
本
の
政

か

げ

に
、

関

東

招

は
一

斉

に

満

州
（

康

治

は

恕

国

車
内
晶
一

色

に

設

り

か

え

ら

北
Vの主一捜部市
を出領し
た。
日本
れて
い
く 。

の
政
府
は 、

い
ち
お
う
は
事
態
の
拡

「
満
州
事

変
」

「
満
州

国
」

建

大を防
ご
っC
・す
匂
し
か
し、
現

闘は、
間
際述
盟で
も
協
大
な
間際

地
町印の かい川広グ
に

、

す
で

に前
侵犯
事
件

とし
て取り上げら
れ

止
め
の
か
けよう
も
なか
っ
た。
撚
た。
しか
し
日
本
は

間隙組問閣の劫

火
は上
海
ヘ
飛ぴ
火
し 、
つ
い
で
告
に服さ
ず 、
連
盟
脱
退
の滋を
選

「
満
州
歯e一

連
関 、

熱
河
占
領

、

長

ぷ 。

東
洋
に

覇
権
を
求
め
る
日
本

一

議、

主
主、

山唯一は
い
は 、
こ
う
し
て

国際
的
に
も
都立

相）
は
去っ
た
く冷
微な
合
訟で
諸外

交
であって

、

た
と
えば
日本
と
中国

と
の経湾問係の強化を
ヲ凡 、
中

国

で
ほ

う
は
い
として回こっ
て

くる
ナ

シゴナdズム
に
たい
し
て

も亦
常

に

覧…小口で

あり 、

深い

期解

ない州
っ

てお

っ

た
。

－

V
つ

い

う

山川一

般

で
、

目
J
h

の穏

益

を

守

る

と

い

う

こ

と

で

は

突

に

強

固

だ
っ

たです
ね

。

そ
うい
う合型主義

外

一任接待芯
れ
て ク収弱外交e
と

い
うこ
とでだんだ
ん
や
らrれ
てい

く。
そ
こへ
問
中
ハ
必一
〉
古
制
米
外

相
が
山山
℃
く
る。

し
た。
m抽出
橋
市件か
ら口九一
湾、

そして敗戦
に
いた
る況村
が

、
は

。まっ
た
の
で
あ

る。

「

満州市内J議」
羽時 、
国民政府

主席
で

あっ
た
蒋介石
は

、国内
の

安定統
一

を第一
識
と
して対日抗

戦
を
避
口

、

外
交
手
段
に
よ
る
解
決

を
は
か
ろ
う
と
し
た 。

し
か
レ
、

圏

内世論
は

、

悶
本へ
の口一
戦を求
め

て激高
する一
方で
あっ
た。
共産

党勢力
も
また

、

国民政府
の

内部

分裂
を

も
く
ろ
み、
H
反
蒋・
抗

Ehv
をあ
おっ
た。

六
日
付
か
ら
は
じ
まる「
蒋
介

石川悌
録
」

は
、

問
中
関
係
の
転
回
点

と
な
っ
た
「締
州事裂」
を

テーマ－

と
し
て

、

内誌
と外忠を
一

身
に良一

っ
て
苦
悩す
る
縛
介
石
の
回
顧
を
中

必
に
展
開
す
る
l 。

1
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－
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明
治
態
法
誤
る

り
筒ニ
次世
界
大
戦へ

と航火、
ロ
巾
阿
民肢

の間九は、
法必
的
に
市中

il

新装
以
降、

本格
的
に
日

本自
体の
こ
とが多
く
なっ
てく
る
と

思
い
ま
すが、
こ
れま
での舞台の中

で
も、明治
以降の
ぷみ
の
なか
で臼

中間
に
いく
つ
か
の問題

や事件が起

きて
いま
す 。

そ
の
へんを

碍門家の

自で、
ご覧
に
なっ
て
のお
一誌を

。

右
川

こ
れ
ま
で
の

連
載
の

な
か

で
、

動
き
と
し

て出
常
に
興
味
が
あ
る

の
は 、

辛

攻山mT耐
に
た
い

する
日
本
外

交

の対応
で
すね。
そ
れ
から
日
本
と

窓世
凱の関係

、

対翌一
十一
カ染探

求

で

し

ょ

う
。

護

世

凱

の

帝

制

連

助

に

たい
する
日

本外廷
は、
パ
ワl
ポ
D

ティックス（均

の政策〉
その
も
の

．
中

凶問題
の専
門家
に円
部介
石
秘訣」

品川ばし
℃ 、
こ
れ
ま
での
閥抗史

制
や 、

反省
点
を話
し
合っ
て
もらっ
た。

一一

習作氏

（
文中
紋
－d附）

法眼

、

合
理
主
義
退
く

ギ 若免択さ努 管
強
く

反
省

させ

られるね

けで
す

。

，

勉強に
な
る
ん
で
す
ぴ 、

割
以
の
日
本

むろん先

方不倒的に
も
行
きすき

の柑い
人は

、

まさに
葉県
の時代

は
あっ
た
ル源
泉、
し
か
し、日
本が
だりをみ
て

中国奪え
て
い
予人
た

はっ
きりι見訴
ってい

たの
は 、

長’ち
が多
い

わ

けです 。

そう
い
う

震

い

歴

史

の

中

で・

中

閣

の

民

族

窓識

が

非

で

は
、

私は

蒋秘

録

を

若

者

に

ぜ

ひ読

常
にぼっ
輿
し℃ぎ
て
い
たこ
とにた
んでも
ら
いたい
とい
う以がす
る
ん

法限

日本
だけが〆ワlポ
Dテ

ィックス
では
なく 、
当時の列掛か

み
な
号つであっ
た
と思－つん
で

す。

し
か
し

、

日本の
や
り
方

は後発
のパ

ワl
ポMティッ
クス
で

、だ
ん
だ
ん

時
代
が
迎わっ
て
き
て
いる
ん
だげれ

ど

も
、

後発である
がゆ
え
に 、
より

形
が
どぎつ
く出
ている
と
いう
こ
と

で
はないかと恕う。

二十一
力条
の向起につ
い
ても、

何本の
中で
た
いへ
ん
批判す
る到力

があっ
た
と
い
う
こ
と

を申し
た
い。

原
欽
（一見
首相）
で
す
が、
原
散
とい

う
人

はたいへ
ん合理
的な
外交
閣を

持
っ
た
人で

、反対
し
ていた 。
あ
れ

を笑
行した人は白血（き除都公

使
で
す
が 、

こ

の人
は
苫
い
た
も
の
か

ら
みる
と 、
た
いへ
ん
強硬
な人
です

ね。
列
強
もた
し
か
に
惑
いこ
と
を
や

っ
てい
る
が、
日・本は
追
いつ
く
こ
と

におすぎ
て、
そ
のこ
とが禍限
荷山糾

し
て

い

る
と服
う。

人
を

比

脱する
のは
ど
う

か

と思

う

が
、

間

同州

（

吋州

司

郎

日一
五

外

羽
、

首

なり、
一部叫宙
開間宮
に

なっ
た
人
で

す 。
こ

の人
がH蹴
の一トに
いて、
二

十一
力
換の
交渉
も二
人
が
やっ
た
わ

け
です 。
この
小
曜
はの
ち
に
ド

イツ

大使に
なる
が、
私
は

ドイツ
に
い

℃ 、
小幡と一
年半ぐ
ら
いい
っ
しょ

で 、
よく
その引
時
のお
を
聞い
たも

ん
です 。

援が
しょっ
ちゅ
う言
ってい

た

こ

と
は、白一ゆか
中

国
に最

後述牒を出

し
た
の
は
ま
ち
がいだ
と
いうんで

す。
般
は日
置
と非
常に
争っ
たん
で

す
ね、
「出し
ちゃ
い
かん」
と 。

あ
のとき
は

、

第一
号か
ら第五号

訟で
総計二
十一
カ条
を
製求
し

た

が 、
間培まで
はた
い
し
た
こ
と
はほ

い。引間後の幻五
母が、
中関は日本

ω柑向者招
く
と

か、
軍事

、

政治
、

経済
につい
℃、
あ
るい
は

喪中
の鉄

叫
に関
する

利権、乙
か、
そ
う
い
うζ

とがめる
んです
ね。
こ
れ
は列阿に

たいす

ゑ叫ほ
も一のっ
て、
ひをかに

伏せ
ておい
た。
そ
の第五婚
がい
ち

ば
ル問題になって最後通牒を出す

わけで
す。
と
ころ
が出す前
に、五

沿の
な
か
で
H
．A
が
ぜ
ひ
ほしい
と
思

う
もω
は、
・中
同側
が
す
で
に議
耕し

て

誠一摘し
てい
た
と、
小幅
はい
う
ん

Uす
。

日本
に奇
ねな状況
になっ
℃

い
る
の
に
訟

鉱山瓶阪

を出す
の

はお
か

し
い
。

将
来
中
尉
と

は友好

関係

を持

た
な
け

れ
ば
い
け
な
い
し

、

い
や
し
く

も
独
立
国
に
た
い
し
て
以
後
通
践
を
出

す
こ
と
は
い
け
な
い
こ
と
だ
と

、

彼
は

口

yzpcわ
め
て
品争
し
た
ん
で
す
ね。

だ
が、
日
向
の
忠
治
は、
御
前
会
必
で

決定
し

ているもの
を

出先
の一
公使

が変
え

る
わ

け
に

はい
かん 。
小
橋一

は 、
い
や、
にぎりつぶせ

、

本省か一

ら
しか
られたち脱
を切
れー
と
い
う一

わげ
です。
し
か

し結晶
はhU持。
一

に反対する
こ
と
はできん
と
い
うこ一

と
で訟後
通牒を出したんだ
そうで一

す 。
小幡
は、私
に
よ
くね生
の恨事

だ
と
い
っ

てま
し
た
よ 。
必仙川
で
同中

間側
の

高訟
が
先にめっ
た
と
い
う
こ

と
は
出
℃
い
ませ
ん
で
し
たが、
こ

れ

は
後え
で

警可抗
℃
い
る
ん
で
す 。

し
か

し
、

こ
のお
は小院
にはA
が

あっ
て、
日
帆れ
か大
物
で
な
かっ
た
と

いう

僻利も凶りMつ
け

れ

ども、と

こ
ろ
が
閣内の
政治
と
外交
と
い
う

も

の
は分球
できない
んで
す

よ 。
閣内

の主
導紅
をだ
れが
にぎっ
てい
る

か、
言い
う山
に日本
の以たん
の

いち
ば
ん
火
山古川叫
M附が
川っ
た
で
し

ょ一
つ
。

、・e

、‘．

め い ι い っ ぱ い と 伴
け と い 巳 た 、 る い よ

禍
根
残
し
た
対
筆一
一

十

ヵ
条
要
求

・・・・圃

2・

で
す

。

こ

り以世紀ぐ
ら
いの問
は、
わ

れわ
れの同時杓史
である
はず
です

が、
そっ
いう同時
代史
と
いう
もの

の減
るペ

宮断絶と
い
う

も
の
に、
し

ば
し

ば当面
し
て
いるわ
れ
わ

れ、
と

く

に

大

学

の

教

壇

な
ど

に

立

っ

て

み

る

と
、

そ

の

こ

と

を

痛

感

する

わ

け

で

す。

日
本

閣
内
に

は、
いわ
ば筏玉

、

感

ぶ的
な
比
刈

が非常
に

強か
っ

た
ん

で
、

精
介石
という
と 、
オー
ル
オ

ーア
ナヅ
シ
ン
グ
でおい怨
するこ
と
し

か相b
な
かっ
た
という
こ
と
が

、

と

くに抑制
い
世
代
に
多
か
っ

た
わ
け
で
す

ね
。

ア
タ
ア 、

中
間
の
ナ
シ
ロ

ナ
β
ズ

ム
φ一人
き

な流
れ
の
中

で
、

総体的
に

滞介

石笠似閉山づけるべきだという

気
が
しま
す。

い
玄
知見匙
としと
いう
か、
日本の

政治
を

し
てお

っ

た人
た
ちが旧
態依

然た
る術開
な
ど

に

闘を事わ
れて 、

ある
とき
は

そうい
う開力
に

便
莱

し 、
あ

ると
き

は反対し、当時
の

日

本
の
国
益なる
もの
そ怖い封
しよ
う
と

は
かっ
た ＠
し
か
し、
そ
れ
はほ
んと

う

の国援
では
なかっ
たわ
け
です。

現
在
の
わ
れわ
れ
の内
川崎
から
み
る

と、
ど
う
も
ア
タ
ア
の
盛山一
に
お
い

て、
日

本
の

果た
し

た
役割
は逆行

し

て
おっ
た

わけで
すね 。

申
的

私は山川

代的
に
は

州地訟
の

舞
台
に
な
っ

て
い

急記

伝
聞
さ
れ

て
い
る

ころ
は

、

議往
来
れ
て
い
な

かった
ので
（笑い）
、

中国
のこ
と

を
やっ
てい
る私
とし
ては 、
非
常に

のよ
うなM閉
じが
す
る 。
もっ一
つ
は

控訴
対
との
西

版借放
であ
り 、

さら

に
もっ
とあ
とに

なるが幣限
外交
も

民
民

・拶爵溜
で
す勾

加
瀬

日

本は
加
国
と
戦
い

、

ロ
シ

ア
と
戦
っ

て
勝
っ

て
、

そ
れ
か
ら
大
陸

詑
展
に
約
手
す
る
ん
で
す
が

、

対
恭
二

十
一

カ

条間関
や
シ
ベ
p
ア
出
兵
の
よ

う
に 、

ほ
ん

と
に一
輝
行

な式

力政

策を

し
てい
る
けれど
も

、

日
本だ
けが惑

い
と
い
う

ので
は

なく
、

日
本
がお
か

れ
た臨
時開
境も考えて判断
し
な
け

れば
いけ
ない
わ
けで
す
ね 。

し
か
し 、
私は
綿
秘
録
を一誠みなが

ら感じ
た
のは

、

そ
うい
う二
十、一
カ

糸と
か 、
シベリ
ア出兵
と
か、
そ
れ

につづ
く前
州事泣
か

ら日
中

戦争 、
す
る

わ貯です。
明

治裂が破た
ん

し
た
のは、

明治
維
新のこ
るか
らし

ばら
くの
閥、
銀
問
指
導

を中心に
し

てい
たこ
ろは
とも
か
く

、そ
の後、日

水
が
大
国
に
起っ
て戦
勝
に
酔
い、
大

陸
発
麗
を
し
た。
つ
ま
り
恥
張政
策
に

なっ
た。
そ
れ

を恕
い
というこ
と
を

知っ
てい
る人
も、
な

おかっ
、

そ
れを

此
めるこ
と
ができ
なかっ
た。
結果

的
に
は民
部
の吋指
定に
なっ
た 。
軍
部

ゐで し 、 �<t

す も 渦

H
終
生
の
恨
事H

加
源

対河川一一
十一一刀
粂
・山一…小
の
と

皆
の
日
円
とい，

つ人は北ぷに
行
く
削

に七、
八年、
チDにい
た人
な
んで

す。
設初
はみ

んなピヅ
クジ
し
た。

い
ち
ば
ん
ピッ
ク
D
し
たの
は中
国

で
、

な
にか
小約せよ
こ

し
たな
と
い

う
印説
話持っ
た
ん
です
ね。
ナ
ンバ

ー
2
が
小
指
乞
討
小J
時…
U
J
u

h日）
と

いう
、

のち
に心京以以只
に

外交部ぽ間以

l一一一

加
瀬
俊一
氏
一一一

慶応器
禁
護

＝一

石
川
忠
雄
氏
一一一

国
際
協
力・与諜
図
ぬ
縦

一一一

法
眼

督
作
氏
一一一

東京外
国品大学
助教授

一一一

中
嶋．
嶺
雄
氏
一一一

司会・
東京本社編鉛局長

一一一

青
木

彰
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んで
すが 、一τついうこ
とか
ら
する
う
と 、

あれは仰い以以説な
ん
でγ。

と、

まさ
に
日本と
むつ
もの
宍
時
ア
メ
D
刀火
山間

古川阿川
政
が
凶ヘ
西ヘ

介石
個人としては
大事な閣として
と進む。
以後のフロジティアがな

守一九ていたにもかかわらず、
日本
くなったο
そのなくなった開年で

人の側
はつ
ね
にま
っ
た
く巡
っ
たイ
すか
らね

、門戸
開法
をいっ
た
の

メly
で凡て
い

た
とい
うこ
とを 、
は。
そω
こ

ろのアメ円以刀
は非常
に

もコ
いっぺ
ん

、

わ
れわ
れ

は替えて

漂刻な
不況
にあるん
です 。
い
ろん

みなければいけ
な
い
んじゃ
ない
で．
な

文献を
読むと、
こ
れ
で中国
のマ

しようか。

・

1ケット
を開拓レな
りればアメリ

石川
ある
意味で蒋介石
と
い
う

カ
は
とんで
も
ないご
とに
な

るぞ
と

のは政劇
の

人だっ
た
と思う
んで
い
う祈凶

、紘一郎
の品事がた
く

さん

す 。
これからとにかく園内

磁波在
ある。
政治
半b－てういう前品をし’

やろう
と
いう
と
き
に満
州事援が
は

てい
る。

一

MU
ま
る 。
一

方
で
日
本
と
向
か
わ
な
け

門
戸
開
以
政
鈍
と
い
う
も
の
は

、

ア
←

ればな
らな
い 。
他方
で
共産党
が
の

メD
カ
が列強
に揺
れ
て中国の
鮮台

り
て
く
る 。

こ
の
こ
つ
の
こ
と
に
彼
は

に
乗
り
出
し
た
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ

プ
を

辺い

まくられた。
その
た
め
に
本
質
ぜ官
に
し
て、
五
分五
分
で
太刀
打
ち

的に
は
彼
の

建国
の

湖沼と
し

てい
た
し
よ
う

と

いう
こ
と
な
ん
ですほ
れど

提
訴
的
な
も
の
は
や
り
そ
こ
な
っ

℃
し

も
、

は
っ
き
り
い
う
と

、

こ
れ
は
経
済

寄っ
とい
う
運
命
に
逢

空すhw
わ
け
で・
帝
国
主義な
ん
でム9 1
そ
こ
で
甲本の

す
ね。
お
そ
ら
く
抗
日
戦
と
い
う
問題
進
出
に
し
た
がっ
℃
正
面
衝
突
す
る
わ

がなかっ
たら、
共産党
と閤

民党と
いりで

す 。
多
くの詐
は

日本
にあ
るこ

の

燃とい
う
も
のも、
ずいぶ
ん滋
とは認
めま
芸、
ァメ
長
がそ
の

り
て
い
たに
ち
がい
な
い
と
い
う脇
じ
闘
に介在
した
こ
と
が、
ま
た臼
中
関

山口非常に
強く持つ
わ切
で
す。

係を
たいへ
ん緩
く
した。

加瀬
わ
たし
は少
し磁
搬なこ
と

もう一
つ
は、
マ1
シマ
ル

が出
℃

些い
う
と、
精
介
石を
倒
し
たの
は
日
いっ
て
国
共
合
作
とい
う、
あ
ん
な
ふ

・1だ、
料介
石
を笛
し

た
の
はアメジ
ざけ
た
こ

とを
し
た

こ
とで
すよ。
こ

カだ
と
魁
う。
そ
れ
はイギ
Dス
が
第
れ
な
ん
か、
い
か
にア
メ
円以カ
が
中
間

｝

次大

戦
後

、

力

が

詰

え

て

ア

メ

リ

カ

を

理

解

し

て

い

な

か
っ

た

か

と

い

う

こ

に代
わっ
てきま
すね。
イ
ギDス
は

と

で
す。
国其合
作を
や
らなか
っ

た

ずいぶ
ん感
い
こ

と
を
し
たけ
れど
ら 、
持介石政紘
と
い

うも
Qは
あん

も 、

中
闘

を知
っ

て
る
ん
で
す

。

ア
メ

な
に
早
く

微に
ん
し

なか
っ

た
と

私は

私な
ん
か、こ
ど
もの
こ
ろ
か
ら
リ刀
は刈
ら
な
いん
で
す。

それ
で一
思
う
んで
す 。

。
応
白
米
一見e
で

、ル
ー

ズベ
ル
ト

や
九OO
年ご
ろ
か
ら
門

戸回以の
政
策

そ
う
い
う
訳昧
で 、
ア
メ
リ

力ζ
い

チ
ャ
ー

チ
ル
は
ん
か
と
い
っ

し
ょ

に
蒋

をひ
っ
さ
げ
て
設
場
ず
る
で
し
ょ
う

。

う
の
は
。

諮
人
。

で
す 。

し
か
し
、

か

介
μ
の
一段一
世
間
み
つ

りむ
せ
ら
れ
た
も

門

戸凶

位、
ζ
い

う
の
は

何
か
と
い

な
り
愚
か
な
聞
が
あ
っ

た
。

L 
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1・

ゃ
な
いか
とい
うこ
と
に

なっ
たで
し

ょう。
私ど
もが非常
に百労
し
た問

題で
す
ね。
も
ろ一
つ 、
目
本
が
時伏

す
る
ときに
例のh
怨
みに
報
い
るに

絡
を
もっ
て
す
る。
i 。

夕
刊以
ス
チヤ

ジだ
と

い
う
こ
とは知
っ

てい
ま
し
た

け
れ
ど
も 、

あ
れ
だ
け
む
ご
い
峨
舶
を

し
て

、

申凶
側
か
ら
い
え
ば
大
き
な
桜

容
を
受
け
た
わ
げ
で
す
が

、

そ
れ
を
毅

然
と
し
て
あ
あ
い
う
こ
と
が
い
え
る
と

い
う
こ
と
は 、

や
っ

ぱ
り
指

導者
で
す

にた
いし
て、
外
です凡出し
た
こよ

とい
う
の
は、
つ
ね

に危険
がレ缶
匂
な

う。石
川
西
版儲
款
の
拐合
は、
案
外

外務
省
を
飛び
替えてい
る
ん
bゃ
な

い
かと
思
う
ん
です 。

加減。
西
原俗はと
いう
と

、

わ
れ

われ
は伏雌股的
な

印訟
を持っ
てい

まず
か
ら

ね
。

お
号b
く現地で
な
に

か括
があっ
て、
い
わゆる
政
府の首

脳
と直結
し
て績
が闘に入
って

やっ

た

もの
でしょ
うね 。

も
の

はある穏阪でいほ
しかっ
た
こ

と

もめっ
た
ん
ですけれ
ど

も。
その
あ

と、
日
本は
寺内
ハ疋
タ〉
内
閣
です

が、
膨
大
な
磁即
位以
を
やっ
て
手

ね 。
日
本

は段筏端ム
定以助するこ
と

によっ
て

、

段称、端のヱ戦論
という

か

武力統
一

前
で中闘
を 一樹一
させ
た

い
とい
う －Aうな
こ
とがあっ
た
と思

－つ
ん
です。

し
か
し、
ち
ょっ

と
あの
当
時の
状

況
を
われわれが
見る
と

、

結果論に

な
り

ま
す
が

、
と
て
も

段棋
瑞
の
主
戦

誌
で
は
統
一

で
uu
る
と
い
う
状
加
に
は

な
か
っ

た
ん
で
す
ね

。

そ
れ
に
あ
れ
だ

貯
膨
大
な、
一

伯
四

、

五
千
万
だ
っ

た

と
思
い
ま
す
が 、

俄
訟
を
や
っ

た
寺
内

内
閣
の
慰
問凶
と
い
う
か

、
判
断
と
い
う

の
は 、

現尖芯
必
的
な
判
断
b
ゃ

な
い

よ
う
な
気
が
サ
る
ん
で
す
が
ね

。

法眼
よ
く

知りませ
ん
が、
もレ

私

が

想

保

す

る

よ

う

に

外

務

省

の

事

務

沼

局

を

無

視

し

て

や

ら

れ

た

と

い

う

こ

とがめ
れば 、

悲官民
体
的
に毎日

偏臼をは
て

政飯

事｝決め
てお
るも
の

ili－
－

 

。
む

介
石
イ
メージとい
う
こと
で一与
え
℃

みる乙 、
日本
で市介石がいいイメ

1？で一
般に
低えられた時羽はほ

と
んど
ない
んじ却
ないですか。
も

ち・つ
ん
蒋
介石
の
初
制
を
一両
く
日
制
す

る斌見
はか
な
ら
ず
あ
る
わ
け

です

が、
ずっ
と歴
史をさ
かのぼっ
て
み

ると 、
日本にとっ
℃はむしろし操作

） う
bこ a)右川 忠雄氏

はま
た

闘っ
た
ん
です
よ 。
私
の扱

っ
た問題
に関
係し
て鴻
介石がえ
ら

い
と
思一つ
こ
と
は 、
中
国
は一
つ
な

こ
の
ぬ
〈
台
湾）

だ
け
で
い
い
と一
ハ
0

年代にいっていたとすれば、ニつ

の
中
闘がで
き
て
ます
わ
ね。

偉大氾

中
国
は一

11

縛介石
個
人
は
日
本
に
好
窓
去

持
っ

て
い
た
よ
う
で

、
日
本
を
第
二
の

故郷
と
ま
でいっ
て
いま
すが 、
日
中

関係のな
かでの鞘介石
を、
ど
の
よ

う
に見て
い
ら
っ
しゃ
い
ます
か。

加瀬
カ
イロ
会談（一
九
四一 世一

年〉
の
と皆、
ルー
ズベ
ル
ト

は
天
皇
ね。
な
か・なかい
え
な
い
も
んだ
ろ
う

制
は
いら
な
い
と思っ
て
い
た
ん
で
す
と思
い
ま
す
よ、
彼の立
場
で
は。

ね 。
そ
れを
鴻
介石
が官出獄
し
た
の

法眼
た

しか
に

えら
い人だ
と胤

で、
日
本の
悶
民
に
絞
めさ
什rょ
うじ
い
ま
す
ね。
その

えA妥」
ゆ
え
に日
本

な
り

uみる

…矧

を

vた喪
J

ろ
ん

｝
い
う

、

「
以
徳
報
怨」
や
は
り
偉
大
だ
っ

た

， 

り、
と日以後ま
でま
ねさ
れたこ
と℃

すよ。
え
ら
かっ
た
と胤
いま
す。
こ

れ
は北京
政府
も認
め
て
い
る
わ
けで

す 、
問慰
来も u

w介桁が、
オレ
は

が
、

しか
し

ながら日
本
を

事てほ

かの
闘を
非常
にコ思させた
とい－つ

こ
とで
す
よ。

申
明
日
中関
係
児
の
なか
で
の
W

: i I 

か
ねてか
ら
中
国の
分
断
支
配、を
ね
川

ら
う日本軍閥
は、
中間
の純一
を、
川

さ
ま

ざまな
平で
初
包
したが 、
統一
山

政府
が
生
ま
れ
たのを
みて

、
沼
市
山
川

に

よる
千がに
とりかか
っ

た
。

山

関
山県
清一世
主
体

とす
る
東
北
〈
前
川

州）
占
領
計
回
は 、
入
念
な、誤・
惜
の
の
川

ち
、

つ
い
に
「
満
州
事
笠
」

（
一

九一一一

川

一

年
）

と
な
っ

て

略発
す
る 。

中
国
に

川

た
い
す
る

ペ
ハ
川
町
治
な
さ
げ一
戦4

で

川

あっ
た 。

川

「
蒋
介
石

秘伝
」

川

…

お
知
ら
せ
吋

i

…
は、
サン
ケ
イ
新
聞
川

社

出

版

凶

から

単行

本

と

し

て

出版

さ

川

れ、

す

でに（
ハ
特
が
先

天さ
れ
て
い
ま

山

吉
（
告。
八
八
O
円〉

川

f－
 
‘，feet4

 
d
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i
－
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日仰
げ
よ
う
と
し
た 。
武力に
よ
る
国
内

平
定
のた
め
に 、
町時
介石
は 、
小山
焔b

官
学
校
（
広
州〉
を
お
こ
し
℃、

革命

均
若山口
成、
二
度
の
北
伐
の誌、
一
九

二
八年 、
ょっゃく中国の紘
一

に成

功、
国民
政府
主席
となった

。

ご

の

こ

ろ
、

共

産

党

も

切

力

を

拡

大

し

て

い

た
。

悶

民

党

は
一

度

は

合

作

む

と｝
』
ろ
み
る
が 、

合
作
と
は
共

陸兜
に

よる州民
同去っ
取りの除城
である

れ

る巾悶
共慌党 、
い
ぜんとして領
こと

に気づく 0
・時介石
は上減タ！

土
的
野
ゆ
を
燃
やγ
列強、
と
く
に
日
ヂ
タ
l
（一
九二
七
年）
そ
もっ
て、

木
草加問
の一一一
つ
で
あ
る 。

共
産
党
と
の
粕
拡
を宣
返
し 、
紘一
位

中国
の風土に根をおろした恕闘
も共持一軍の
掃討に力をそそぐ。
こ

は 、

お
利
を
は
か
つ

て
隊
合
持
法
し
、

れ
に
た
い
し

一括底
究
は 、

残…
仔

明朗
や

きのう阪
方

についた
か

とほう
と、

閣民
党注派
にも
平なまわし

、J以

あす

は敵

に

まわ

っ

て
、

国

民革命

を

対
e

の到

習をあ

ら

わ

に

寸

る
。

は

成砲
し、一一一民
主弱
（
民

族、
民

権
、

民生）
を国是
とす
る中華民国

が誕生
し
た。
しかし、。誌
の拙立を

迷成す
る
た
めに
は

、一一一
つ
の
大献
を

昨惜
し
ていた 。そ
れ
は、

間的
に

叩拠

品店ヲム命
説
閥、コ
ミ
ン
テル
ン

に指域主

数次
は、日亡の
まま
彼
の

革命へ
の

。原体験。
と

なるも
の

であっ
た。

諒
命
辺助
に
設を
投じた

滞介石

は、
日
本
に
間店、
陸
wm約
十三
附
阿

野似ぷ別十九一心以
〈
尚問）

に
入隊

し

て取引を
学
ん
だ。
日
本へ
の知的γ

日本
と・中国のかかわり合い
の盛

史

は
、

世

界

の

賎

史

に

大

ぎ

な

影

引

を

与え
て
きた。
方
紙辿織の「蒋介石

総紋」
は 、

蒋介石のM記 、
記注 、

中ぶ

民陶
政
府

公式立

山、など 、

初
公

開資料にもとづいて 、
日中八十年

の秘史を
閉顧しつつ

、

す
でに一一一六

一…一
幽の述
誌
を
終
え、
い
よい
よ
詣
州

市
立
へ
と
は
い

る。

制介石
は、
問
泊二
十年
ハ一
八
八

七
年）
、
郡
江掛川
町日

化に生
ま
れ
た。

当時

白白
は 、
ヨlロッ〆
列強
の

植民地
政
策
のマ
ト

とさ
れ 、
国
民
は

腐敗し
た泊廷
の内
政
のも
と
に苦し

ん
で
い
た 。

蒋
介
石

の少
年
時
代
に
お

き
た
日
悩

、

回
路

の戦併
、

義
利
回
事

件
な
と
、

中
凶
が
こ
う
む
っ

た
印
婦
の

いし
かわ・
ただお

殿山川
抑制州
大

心政学
部長、
同大学
常任烈明。

「中国一只精一党史研究」
で
法学博土

の学
位
を
受
く
。

東
京
都
出
身

、

主
十

日一一以。同時つげん・
しんさく
外
務官以

砿
崎
弘 、

オ
ー

ス
ト
リ
ア

、
イ
ン
ド
各

大
使 、
外務
引

務次何回
を歴
任 u
外
務何

回問 。
和歌山
県出身 、
六十疋成 。

なかじま・
み
ねお東京

外関川

大
学
助教
授 。一ω刊
は国際同
係
冶お

よび現
代中
岡学 。
内川

作に「
現
代
中

間
論」
な
ど 。
長

野以出身 、一一一
十
九

印。

ポ
設
がや
んだ
も
の
は

き
わめ
て多

く
、

彼
はのち
に「
日
本はおこ
の限

郊
である」
と
までい
っている 。

辛

亥践命
（
一

九

二

年
）

の
識
を

闘
い
て

、

持介
石
は
高

間伊JF．
除
皆
脱
走

し

て焔
凶 、
…
汎
州
に

初
怖
を
飾
っ

た
。

孫文

の拘持
の
も
と
に

、

国民一
都内

。
出
席
者
略
歴

かせ・
としかず
外内耕一3官 、

回一揺
さ限、
ユーゴム〈
伎
を
一政
任。
ミ

ズlpEの降伏文ηd印に一ぱ光安

川口
泊必
J
官
として
全加 。
外
芳首
峨

問。
平荒
県
出身、
七
十一
以。
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